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講 座 の 名 称 女性のための「自分を護る力に気づく」ワークショップ  からだとこころの底ヂカラ 

講 座 の 目 的 

性暴力が増加している中で、女性たちが受ける危険性のあるいわれなき暴力から、身体

と心を守るために必要な基礎的な「性」の知識ととっさの「技」を学び、自分自身を護

るためにできることを実感する。 

「女性に対する暴力をなくす運動（パープルリボン運動）」の一環として実施する。 

募 集 対 象 長野県内在住・在勤・在学の女性 

定 員 人 数 20 名 申 込 人 数 12 名 当日参加人数 14 名 

申 込 方 法 電話（29%）、FAX（21%）、メール（21 %）、持参（29%） 

託 児 ４名（申込４名、欠席なし） 

回 数 １回 

開 催 場 所 長野県男女共同参画センター 視聴覚室 

開 催 内 容 

日 時 内 容 ファシリテーター 

11 月 19 日

（土） 

13:00～16:00 

Ｗｅｎ－Ｄｏ（セルフディフェンスプログラ

ム）の実践 

自分を大切にするための基本的な性知識の講

義 

竹内 未希代 さん 
 

きりりネットワーク代表 

カナダ・Wen‐Do 

スピーカーズビューロー 

参 加 者 の 声 ・具体的な護身術の方法や、自分の身は自分で守るということを知ることができて 

よかったです。力を得ました。 

・自分を守る手段を増やせました。今まで逃げていたけど、「いやだ」と意志を伝える、

大声を出す、これをこれからやりたいです。 

・自分の安全を守る力を見つけられて良かった。とてもためになりました。 

・大きな声を出す機会があまりなく、いざという時どう声を出すかという訓練になり、

大変役に立ちました。自分の持つ力の再発見ができました。 

・性病や性教育の実情についても知ることができて良かったです。また、聴きたいと思

いました。 

・知らないことだらけ。知っていたけど意識したことのない事だらけだったことを本当

に学べました。 

・実際にやるという点がとても良かったです。ためになりました。友人に報告しようと

思います。 

・子ども達と一緒に受講できて、「子どもも、自分で自分を護る事が出来る！」と信じ

る･･･親として、大切な事を学んだ気がします。 

・とても勉強になりました。これから、虐待・DV防止の活動をしていきたい。 
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